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山
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る
新
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で
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が
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咋
の
永
光
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總
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寺
（
現
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ま
で
を
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山
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と
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為
に
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え
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ゆ
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ま
れ
た
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は
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後
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と
な
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多
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の
弟
子
た
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師
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心
。
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禅
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と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
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弁
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修
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に
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現
代
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日
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月
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。
今
、
人
間
の
心
に

何
が
一
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大
事
な
の
か
。
そ
れ
は
、
僅
か

な
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ら
も
自
問
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す
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間
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な
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で
し
ょ
う
か
。

第
百
二
十
二
回
通
常
宗
議
会

拈
華
微
笑
紹
禅
心

両
祖
慈
恩
亙
古
今

機
用
妙
規
相
議
處

大
悲
行
履
更
追
尋

第122回 通常宗議会　議会報告

　本会議に先立ち、昨年12月12日にご遷化された松井宏
文議員の追悼演説が大道光肇議員より述べられました。
今次宗議会の提出議案は20本、曹洞宗規程中一部変更案
が11件、報告が５件、通告質問が17本ありました。
　議会は順調に進行し、平成27年度の級階賦課金は９年
間据置の１点161円で可決され、上程案は、すべて本会
議場にて可決されました。
　主な上程議案として、平成14年度に創設された統合資
金特別会計が廃止され、関係宗政の廃止・削除一部変更
案が上程され、災害見舞金申請書の付帯書類が簡素化さ
れ、寺族得度から寺族安名親授への制度改正がなされ、
それらに伴い様々な字句の整理等が行われました。

　平成27年２月23日から27日までの会
期５日間の日程で第122回通常宗議会
が招集されました。本年大本山總持寺
二祖峨山韶碩禅師650回大遠忌をお迎
えになる曹洞宗管長江川辰三紫雲臺猊
下が開会式を静粛に勤められました。

　今次宗議会で承認された臨時部予算の前年度予算との
差額約25億円は、昨年承認された多々良学園訴訟の判決
に付帯された仮執行の執行停止申し立て担保金約15億円
の供託金、並びに広島高裁における解決金10億円が補正
支出のための減額であります。
　今後尚一層の創意工夫を期したと思います。

一般会計歳入歳出予算　48億4282万２千円
� 前年比４.24％減
（経常部　45億9205万２千円　臨時部　２億5077万円）
級階賦課金　１点あたり161円（前年度同額）
●峨山韶碩禅師650回大遠忌記念教階特別昇等。
　 平成28年３月31日現在で現教階20年以上の者を１教

階昇等
　２級師範又は３級師範（70歳以上）、

　 １級詠範から３級詠範まで（80歳以上の１級詠範、
70歳以上の２級詠範又は３級詠範）

　 １級教範から３級教範まで（80歳以上の１級教範、
70歳以上の２級教範又は３級教範）

●梅花講補命義財一部変更（引き下げ）
●宗務所検定会で新たに２級教範まで受検可能
●管区教化センターは「禅センター」と称することが
できる

題字　佐々木孝一 總和会会長
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ことができる資産を有すること」の規定を満たしていな
いものと判断し、認可の取り消しを行いました。被害者
は曹洞宗に対し「信義則（しんぎそく）上の安全配慮義
務違反があった」として訴状を東京地方裁判所に提出、
また、被害者の関係者は専門僧堂の認可取り消しに事実
誤認があること、傷害事件の検証が不十分のままである
こと、更に、かかる専門僧堂の発行する「安居証明に疑
義がある」として、審事院に申し立てました。現内局で
慎重に検討した結果、曹洞宗宗務庁は、専門僧堂の運営
及び監督に関して、一定の権限があることを確認いたし
ました。その上で、事件発生から事実確認等、その経過
に於いて、被害者並びに被害者の関係者の方々に心身と
もに多大なる労苦をかけ、心情的配慮が行き届かなかっ
たことを謝罪致したいと存じます。
　僧堂は宗門の根源であります。この事件を契機に、僧
堂教育に一層配慮いたす所存であります。
　寺族に関する制度改定が施行となり、４月には、両大
本山において「寺族安名親授式」の開催が予定されてお
ります。
総務部関係  現在、見直しの検討を進めている曹洞宗建
物共済についてでありますが、これまで個々の寺院の加
入現況を掌握することができないために、次年度を目途
に各教区長を通じて調査を予定しています。
財政部関係  次期級階査定に関して、昨年９月に専門部
会からの答申がありました。まず、新たに設けた区分ご
との檀信徒数の申告を受け、その区分ごとに係数を設定
する方式が提案され、また基本点数を導く人口密度係数、
所有不動産による点数、収益事業からの収入による点数、
並びに教区配分割合についての見直しも提案されました。
また、級階査定における基本点数及び地域補正基準の算
定は、査定時直近の国勢調査報告の資料を基準としてい
ることから、現在の国勢調査報告資料を用いるとなると、
平成23年３月11日に発生した東日本大震災による被害の
影響を反映することができないことになるため、平成29
年公表予定の国勢調査報告に併せた形で次期級階査定を
実施することが望ましいとの提言がなされました。
教化部関係  平成27年度は、10年ごとに行っております
曹洞宗宗勢総合調査を実施致します。予備調査で得られ
た結果を本調査に反映すべく、準備を進めております。
　教化センターは、各管区の実情に応じた教化活動を進
めておりますが、時代に即し更に社会にアピールするた
め、その名称を「禅センター」と称することができるよ
う規程の一部を変更いたしました。
伝道部関係  ５月27日28日の両日、横浜みなとみらいの
パシフィコ横浜国立大ホールに、１日4500人、２日間に
わたり述べ9000人の参加者が集い、両大本山の貫首猊下

第122回通常宗議会

施 政 方 針 演 説（要旨）
宗務総長　釜田　隆文

平
成
27
年
度
曹
洞
宗
一
般
会
計
歳
入
・
歳
出
予
算

歳　出 4,842,822,000 円

歳　入 4,842,822,000 円 歳　　　入 歳 入 額

賦課金 4,218,735,000

義財金 372,681,000

手数料 33,744,000

雑収入 126,051,000

準備資金受入金 91,609,000

借入金 1,000

統合資金特別会計受入金 1,000

歳　　　出 歳 出 額

宗務管理費 1,936,821,000

宗費完納奨励金 632,178,000

布教教化費 470,585,000

特別会計繰入金 332,006,000

臨時部 250,770,000

教育費 222,509,000

※１統合資金～ 200,001,000

寺院年金 152,401,000

補助費 130,652,000

会議費 99,372,000

出版費 96,476,000

指導養成費 70,031,000

人権擁護推進本部費 66,773,000

企画費 54,857,000

両大本山費 37,200,000

交付品費 19,793,000

その他 70,397,000

内訳

内訳

賦課金
87.11%

義財金
7.70%

手数料
0.70%

雑収入
2.60%

準備資金受入金
1.89%

賦課金

義財金

手数料

雑収入

準備資金受入金

借入金

統合資金特別会計受入金

賦課金
87.11%

受入金

宗務管理費
39.99% 宗費完納奨励金

13.05%

布教教化費
9.72%
特別会計
繰入金
6.86%

臨時部
5.18%統合資金～

4.13%
教育費
4.59%

寺院年金
3.15%

補助費
2.70%

会議費
2.05%

出版費
1.99%

指導養成費
1.45%

企画費
1.13%

両大本山費
0.77%

交付品費
0.41%

その他
1.45%

人権擁護
推進本部費
1.38%

宗務管理費
39.99% 宗費完納奨励金

13.05%

布教教化費
9.72%
特別会計
繰入金臨時部統合資金～ 教育費寺院年金補助費会議費

その他
1.45%

※１　統合資金特別会計支出金

を拝請して開催されます平成27年度梅花流全国奉詠大会
におきまして「大本山總持寺二祖峨山韶碩禅師650回大
遠忌奉讃奉詠」を厳修いたします。
出版部関係  「禅の風」43号、「大般若と祈祷」、ポスター

「一行三昧」、てらスクール選書「お寺におまつりしてい
る神さまたち」、教化部より移管作製した「楽しく学べる
かるた」、平成27年版「お彼岸のしおり」などを刊行して
おります。
人事部関係  「曹洞禅ネット」においては、フェイスブッ
クを運営することにより、アクセス数が飛躍的に増加い
たしました。最近では、マスメディアからの取材が増加
しており、曹洞宗の供養や坐禅に関心が高まっているこ
とが伺えます。2020年には東京オリンピックの開催を控
えており、世界における「禅」の敷衍を視野に入れ、広
報作業を進めてまいります。
檀信徒会館事業本部  期中における我が国の経済は、消
費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動と急激な円安

等により力強さに欠ける動きとなりましたが、政府の経
済政策や日銀の金融緩和の効果により企業収益や雇用情
勢の改善も見られる等、緩やかな回復基調が続いており
ます。12月末現在の税引き前当期利益は6337万2500円を
計上いたしております。

請願委員長報告を可決
　今議会中、請願委員会に「宗門の積極的な

情報開示を求める件」が提出され、審議の結果、

本会議において委員長報告どおり賛成多数に

よって可決された。よってこれが議長より内局

に回付された。

　本年は、大本山總持寺二祖峨山韶碩禅師650回大遠忌
法要が、６月１日～８日を「準法要」として、10月７日
～ 20日までを「本法要」として営まれ、20日は法定聚会
のもと、紫雲台猊下御親修にて正当法要が修行されます。
　また、大本山總持寺御両尊大遠忌法会　標準志納香資
金及び特別香資金について引き続き勧募のご協賛とご賛
同を重ねてお願いするところであります。
　釜田内局としては「ともに願い　ともに寄り添い　と
もに歩む」をスローガンに掲げ、教化・施策の充実を
図ってまいります。
平成27年度一般会計歳入歳出予算  歳入歳出は共に48億
4282万2000円であります。
旧多々良学園問題  民事再生計画において債権をカット
された金融機関から、学校法人の旧理事と曹洞宗に対し
て損害賠償請求の訴訟が提起されました。裁判は、第一
審を経て、控訴審において曹洞宗が第一審原告らに、10
億円の解決金を支出することで終結となりましたが、こ
の裁判に要した費用を加えると、結果的に38億2400万円
余を支出することになりました。
　すでに、昨年９月の曹洞宗報に、中央青山監査法人に
よる「学校法人多々良学園調査報告書」、高野康彦弁護
士による「調査報告書」、宗議会議員による「曹洞宗宗
議会調査特別委員会報告書」を掲載、また、前佐々木内
局において多々良学園問題に関する第三者委員会が設け
られ、その調査報告書も本年１月号に掲載致しました。
この調査報告書は「関係者の法的責任を追及することは
直接の目的とはしない」とされているものの「責任の所
在如何が、極めて重要な意味を有する」とあり、厳正な
判断を行ったとしている点からも、この報告で終わるこ
となく、今次内局には曹洞宗として、責任問題、再発防
止を含め総合的な判断が求められているものと思慮いた
します。
人権擁護推進本部  人権擁護推進本部創設30周年記念事
業「曹洞宗の差別問題と人権確立の歩み」を編纂中であ
ります。現在、人権擁護推進本部保管の公文書・起案
書・諸記録・資料等を体系的に整理、分析し、歴史的評
価に堪えうる公文書保管記録を構築中です。特に本宗の
取り組みの原点と基礎となった1979年～ 1984の初期５年
間までの史資料収集と、整理にもとづく詳細な年表の作
成を進めております。次年度以降はその史資料の紹介と
解説を順次「曹洞宗報」等に掲載してまいる予定です。
現在、このほか継続している事業は多岐にわたっており
ますが、鋭意努力してまいります。
教学部関係  平成25年７月17日のマスコミ報道により発
覚した傷害事件について当時内局は、調査する過程で、
既に正法寺専門僧堂が「20人以上の掛搭僧を常在させる
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旧学校法人多々良学園問題の今後の対応について

　通常宗議会開催されるたびに、毎回のように取り上げ
られてきた旧多々良学園の問題は訴訟が継続中と言う事
で、宗議会では当を得た回答の無い論議に終始していた
ように感じておりましたが、昨年６月に10億円の解決金で
和解が成立はいたしました。しかしながら宗門は結果と
して、合計で38億円を超える支出と宗門と関係の深い
多々良学園を失う事になりました。すでに周知されている
複数の報告書がありますが、必ずしも一致する見解では
ありません。計画破綻の経緯、民事再生に至る経緯、損
害賠償の対応等複数の論点が存在します。そのことにつ
いての今後の対応と、具体的な検証の仕方、責任の所在、
再発防止に対する判断にどの程度の時間を想定している
のか。また、責任の所在の検証と再発防止の検証は同時
進行なのか、全ての検証を終えてから、責任の所在や再
発防止に対する判断をするのか、再発防止については

「誰が」という責任の所在とは別に宗門関係学校との関わ
り方を含め、この問題で露呈された制度上、慣例上の

「何処に」という現状の問題を深く掘り下げて論議すべき
と考えますが、宗務総長のご見解をお聞かせください。
　 答弁　この問題に対してはいくつかの報告書がありま

すが、内局としては基本的に第三者委員会からの指摘
事項を基に屋上屋を架すことなく、今後検討を重ね弁
護士等にも意見を求めながら、今年の秋を目途に責任
の所在を検証し、再発防止の方策を練っていきたいと
考えています。再発防止については、第三者委員会報
告書にある、宗内の制度・組織の検証と改善のための
委員会立ち上げの提案で、責任役員のあり方制度の検
討にとどまらず、不断の点検が必要不可欠であるとし
て、コンプライアンス委員会のようなリスクマネジメ
ントにかかわる委員会とする事が有意義と提案されて
おり、責任の所在の検証と平行して再発防止の方策を
練っていく中で、こうした委員会設置の必要性も検討
してまいります。
災害対策と情報ネットワーク構築の提案について

　今後起こりうる可能性のある各種災害に対して、東日
本大震災の教訓を無駄にせず、継続的な取り組みをお願
いするとともに、情報ネットワークの構築を提案いたし
ます。宗務所に災害情報センター的なものを併設し、宗
務庁や全国の宗務所との情報ネットワークの構築ができ
れば、情報の取得、物資の調達もスピーディに対応でき
るのではと提案いたします。

　 答弁　既に災害発生時には宗務所を通じて、当該地区
での被災寺院の有無などの情報を調査報告いただいて
おります。平時から連絡を密にする事で網状組織とし
て構築され、有事の際様々な対応をとる事ができると
考えます。
借寺結制について

　伽藍が復興できない寺院、復興途上の被災寺院への支
援策として、借寺結制を認める方向で検討はできないか、
さらに様々な事情を抱える寺院対応策として、規程を変
更して、但し書きを加える事も併せて検討をお願いしたい。
　 答弁　これに関しては一様に許可しておりません。災

害等によって伽藍が消失された場合の支援策として認
可できないか、との事ですが、その場合でもまず伽藍
を復興する事が優先されるべきであり、その上で結制
修行を行じていただきたいと思います。しかしながら、
寺院が存続しているにもかかわらず放射性物質による
環境汚染等不可抗力の場合については、今後の検討課
題とさせていただきます。
僧堂の振興について

　釜田総長の僧堂の振興に対しての強い意欲と、活性化
に向けての成果を大いに期待しておりますが、具体的な
構想の、教学審議会の中に僧堂振興に関する専門部会を
設置すると言う事について、現段階で釜田総長ご自身が、
特に実現したい専門部会での検討課題として議論の対象
としたい事項があればお聞かせいただきたい。
　 答弁　僧堂の振興を喫緊の重要課題と位置づけており、

僧堂が疲弊すれば曹洞宗が疲弊すると言っても過言で
はなく、僧堂の活性化に向け「僧堂に関する専門部
会」の組織構成を教学審議会に提案し審議委員各位の
了承を賜り、その設置が決定されました。僧堂の活性
化は多くの安居者を掛塔させること、良き指導を行い、
安居者を育成する事と考えます。今後、専門部会委員
の皆様のご意見を聴きながら僧堂振興、活性化に向け
た施策を検討し実施して参る所存です。
過疎地における寺院対策について

　過疎化は国全体の問題でもあり、限界集落、自治体崩壊
と言う言葉を耳にする機会が年々増えてくる状況の中で、
過疎寺院の維持・運営、兼務寺院の増加に対し、宗門にお
ける「寺院福祉審議会専門部会」を設置するだけではなく、
実効性のある研究の成果が得られたら迷う事無く実践して
いただきたいと期待します。予算的、日程的にも制約があ
る事は理解していますが、喫緊の課題であるので、答申ま

総 括 質 問（要 旨）
� 總和会代表　倉 内 泰 雄

での時間をどの程度想定しているのか。
　 答弁　答申までの時間については、現時点で期限を区

切るより、むしろ、実利性のあるものを宗門寺院に供
することが肝要と考えます。なるべく早くご報告がで
きる事が望ましいと考えます。
宗務庁の機構について

　出版部は出版課と頒布課の２課で構成されているが、現
状、頒布物については購入申し込み、代金収納、発送のほ
とんどの事務をブックセンターに委託し、さらに課長も兼任
しているので、出版課と頒布課の統合を検討してはどうか。
　 答弁　頒布物については、平成18年12月より外部委託

とし、業務母体をヤマト運輸（株）に委託し「曹洞宗
ブックセンター」の名称のもとに頒布業務を行ってい
るが、頒布課は全ての頒布物を委託してはおらず、出
版部の売店、梅花大会や禅を聞く会など各種行事にお
いて直接頒布もおこなっており、またブックセンターの
業務管理も担当して月例の報告会も行っている関係上、
現時点では統合は考えておりませんが、今後検討の余
地があるので、出版審議会等で検討してまいります。
事業または部署単位の予算額、決算額の把握について

　教化センター、総合研究センター、東日本大震災災害
対策本部復興支援室分室について、その運営に人件費を
含めた総額を把握できる資料を作成しているのか。作成
しているのなら、資料の提出をしてもらいたい、作成し
ていないのなら作成してもらいたい。
　 答弁　教化センター、総合研究センター、東日本大震

災災害対策復興支援室分室の人件費を含めた総額につ
いて予決算額の内訳等は人事部と所管部で連絡を取り
合い把握はしているが、資料としては作成していない。
なお、各事業の予算案は、担当部及び財政部が作成し

ており、現計については所管部および財政部で把握し
ています。
各種審議会、委員会について

　各種審議会、委員会の内容が似通ったものに関して、
現実に委員が重複している場合や、重複した議案の提出
もあると聞くが、規定上は設置目的が違った表現をして
いる。目的を両方の審議が出来るように変更すれば可能
ではないかと思うので検討をお願いしたい。また、議案、
資料の提出も、当日配布で審議時間が１時間弱では、実
質の審議時間は短くなるので決裁等の事務手続き上の理
由もあるでしょうが、事前配布を検討していただきたい。
　�答弁　議員の指摘通り１つの議案に対して複数の審議

会で協議する事があります。宗議会議員においては、
各種審議会、委員会の委員を兼任して同じ議案を審議
している事も承知しているが、これはそれらにおける
内局の位置づけや設置目的が起因するので、今後は審
議会の開催に際し、議案提出等に留意いたします。ま
た、議案、資料の事前提出については限られた日程の
中で開催している関係上、難しいものがあると思慮す
るが工夫努力いたします。

第122回通常宗議会常任・特別委員

⃝運営委員会
　　長　松原　道一（有） 主　成田　隆真（總）
　　主　浅川　信隆（有） 匨山　大顕（總）
　　　　渡部　卓史（有） 山本　健善（總）  
　　　　平井　正道（有）
⃝第 1予算委員会
　　長　河村　松雄（有） 主　山﨑　奎一（總）
　　主　石川　順之（有） 岡　　芳雄（總）
　　主　髙橋　英寛（有） 主　伊藤　弘隆（總）
　　　　結城　俊道（有） 嶽盛　和三（總）
　　　　松永　哲也（有） 片山　昌佳（總）
　　　　永井　賢史（有）
⃝第２予算委員会
　　長　須田　孝英（總） 葦原　正憲（有）
　　主　髙階　玉光（總） 主　圓通　良樹（有）
　　主　倉内　泰雄（總） 主　池田　大智（有）
　　　　近藤　龍法（總） 　　　　藤間　良信（有）
　　　　岩井　秀弘（總） 　　　　阿部　光裕（有）
　　　　服部　直哉（總）

⃝決算委員会
　　主　深川　典雄（總） 千葉　省三（有）
　　長　水野　格正（總） 村松　延行（有）
　　　　五十嵐靖雄（總） 主　小島　𣳾道（有）
　　　　龍谷　顯孝（總）
⃝第１特別委員会
　　長　須川　法昭（有） 山路　純正（總）
　　主　喜美候部謙史（有） 主　鬼生田俊英（總）
　　　　戸田　光隆（有） 大道　光肇（總）
　　　　佐々木正悦（有） 　　　　　　森　　元亨（總）
　　　　吉村　明仁（有）
⃝第２特別委員会
　　主　来馬　宗憲（有） 主　三𠮷　由之（總）
　　　　服部　秀世（有） 長　永島　玄隆（總）
　　　　押川　伸生（有） 名村　直高（總）
 服部　直哉（總）
⃝請願委員会
　　長　齋藤　裕道 戸田　光隆（有）
　　　　山路　純正（總） 主　宮崎　英輝　 　
　　主　坂野　浩道
⃝懲罰委員会
　　　　熊谷　紘全（有） 名村　直高（總）
　　長　小林　孝道（有） 主　伊東　盛寧（總）
　　主　桑山　智志（有）

議　長　砂 越 隆 侃（有）　　副議長　川 瀬 信 夫（總）

長…委員長　主…主査　　（總）…總和会（有）…有道会



總　　和　　会　　報 2015.3.20 總　　和　　会　　報2015.3.20 第 108 号　（７）第108号　（６）

通 告 質 問 と 答 弁（登壇順）
現今の社会情勢の中で宗門の将来は �現代社会の変容における兼務住職の増加に伴い、時代の
要請に応える規程の制定を。
総務部長答弁
　 　今後は基礎的な資料の蓄積と分析を重ね、宗門衰退に対して効果的な対策が行えるよう検

討が必要と存じます。
　 　正住職が欠けた場合のつなぎとしての間の経済的基盤、収入の手立てを配慮する具体的な

施策、規定の変更は、現時点では考えておりません。兼務住職或いは代務者などを選定する
に当たり、当該寺院の個々の運営を決定する責任役員で協議し、ご検討いただきたい。

五十嵐靖雄
（第17区選出）

旧多々良学園責任問題について �本員は学園の卒業生であるが、この問題の責任をどのように
考えているか、またその覚悟の程は。
人事部長答弁
　 　旧多々良学園問題についての責任問題は、総長演説、その他ご質問等の答弁でもご説明い

たしてまいりました。今後、経過の検証、責任問題を検証し進めることを申し上げます。

森　　元亨
（第５区選出）

龍谷　顯孝
（第12区選出）

岩井　秀弘
（第28区選出）

旧多々良学園問題について
①裁判等の資料の検証のしかた。
②民事再生の検証は。
人事部長答弁
　 　裁判資料は各調査の中にいかされています。その結果により宗門の責任役員や学園理事ら

に責任が求められ、再発しないような組織改革につながっていくものと思慮します。
　 　民事再生で清算したのに、なぜ宗門は裁判を起こされたのか。民事再生は、学園の銀行等に

対する65億円以上の債務をどう処理するかであり、銀行と学園の問題であります。宗門に対す
る裁判は、不法行為による損害賠償であり宗門と銀行の問題であります。民事再生が宗門の責
任を無にするということではありません。その上での提訴は、銀行のこの件に対する対応を示
しているものと思われます。曹洞宗への裁判は曹洞宗に対する不信があったものと推測します。

旧多々良学園問題について
①�宗門関係学校は宗教法人「曹洞宗」にとって重要な教化機関として位置づけられていますが
この意義、又宗門にとっての重要性はどうお考えか。
②�曹洞宗と旧多々良学園との関係、また宗門推薦理事長との関係はどうか。
教学部長答弁
　 　宗門関係学校は、宗門の教化機関であるとともに教師養成機関でもあります。宗門にとっ

て重要な施設であることは私も意を同じくするところです。
　 　又、宗門と宗門推薦理事長・理事との関係につきましては、理事長・理事は学園に善管注意

義務を負う立場であると考えています。曹洞宗と旧多々良学園も同様であったと考えています。

質問１　宗費減免処置延長について 被災寺院における宗費減免延長は可能か。
財政部長答弁
　　災害等で賦課金の負担に堪え難い時は、再度申請はできるものと存じます。
質問２　災害時の対応と災害後における宗務所運営補助について �自然災害等で各県宗務所が
機能出来なくなった場合、何らかの規定による貸付をしていただけるよう検討を願いたい。
総務部長答弁
　 　ご要望の件については慎重に判断させていただくことで、ご了承いただきたく存じます。

災害時において、宗門として出来る限りの支援をさせていただく所存であります。
質問３　寺院による宗門主導の介護事業参入検討について �少子高齢化が急速に進み、すでに
大介護時代といわれる状況下の中、寺院による宗門主導の介護事業への参入を検討できないか。
教化部長答弁
　 　現在54カ所の加盟施設がる「曹洞宗社会福祉施設連盟」にて協議いたします。又、寺院が

運営する幼老複合施設の方向性を研究して参りたいと思います。

岡　　芳雄
（第19区選出）

質問１　過疎地寺院の対策について �檀信徒が５軒前後の宗費の軽減についてどのようにお考えか。
財政部長答弁
　 　級階賦課金は財務規程により、認定指標という過去に申告いただいた檀信徒数を基に、宗

務所、教区配分率を乗じた指標を採用しています。したがって、宗費軽減等に関しては、特
段に配慮する規程はございませんが、今後実施を予定している級階査定専門部会に報告させ
ていただきます
質問２　旧多々良学園問題について �善管注意義務の無さについてどのような責任問題を考え
るか、また、再生をはたすための立法処置は考えているのか。

近藤　龍法
（第25区選出）

両本山にて修行される大遠忌の標準志納金をあらかじめ宗費にて積立出来ないか。
人事部長答弁
　 　曹洞宗儀礼規程第14条には「大遠忌法会の香資は本宗の臨時予算として計上し、当該本山

に納付する」と規定され、また同第３項では「寺院及び檀信徒がその懇志を当該本山に納付
することを妨げない」と定めています。このことは当局が、ご本山の大遠忌で行われます事
業などにご協力申し上げることは必然ですが、運営、収支に直接関与する機関とはなってい
ないということであります。

服部　直哉
（第２区選出）

統合資金特別会計に関する細則の廃止案について �全国の寺院からお預かりしている資金を会
計間の賃借上の処理とはいえ、結果的に備蓄資金を流用することになるわけですから、現在の
状況と大差はないとはいえ規定上の根拠と、全国寺院への丁寧な説明が必要だと考える。
財政部長答弁
　 　統合資金特別会計廃止は、平成19年度第１回財政審議会において、段階的に分離すること

となり、平成20年度に４つの特別会計を分離、今回僧侶共済特別会計を分離し、残るは寺院
建物共済特別会計のみとなり、統合資金特別会計を廃止することの上程しました。

　 　預託金返済計画は、平成18年度３億円、平成20年度2億2647万2千円、平成21年度より平成
26年度まで２億円ずつ返済し、預託金は現在18億円を残しています。今後の社会情勢や財務
状況が変動することもあり、一般会計の歳出状況を見ながら一定の予定のもとに継続的に精
算を行いたい。

伊東　盛寧
（第21区選出）

議案の早期開示を求める件 �議案の早期開示について必ず実現するとの確約と、その具体的な
方法と時期について、確たる約束が出来ないならばその理由は。
総務部長答弁
　 　最近の宗議会では、現状における宗務所の業務及び事業の年間計画は毎年ほぼ同じ既定に

より推移している事実から対応が難しいことが述べられています。またこの事業の年間計画
は当然、宗務庁の責任者である内局員をはじめとする各部局の役職員の予定も伴います。以
上の事から現実的に他の部課の協力なしに実現は困難な状況であります。しかしながら、い
つまでに実行するという期限を申し上げることはできませんが、他の内局員及び関係者と協
議しながらご要望のための諸問題を研究して実現するよう努力いたします。

水野　格正
（第８区選出）

宗門関係学校について �社会に対する宗門関係学校の役割や、社会の状況を考えれば、檀信徒
会館や大学、高等学校の運営を管理、監督、指導の出来る統括部所を、利害のない檀信徒をは
じめ、宗門の中から有識者を選任して構成設立し、また妥当な範囲での資金援助を含め、積極
的に宗門関係学校の支援をしていくべきだと考える。
教学部長答弁
　 　多様化する現代社会において、学校運営の知識を有した人材によって構成する部署を新設

して管理、監督、指導を行えることができれば、理想であると私も思慮するところであります。
　 　妥当な範囲での資金援助を含め積極的に宗門関係学校の支援をしていくべきとのご提言で

すが、宗門の財政状況はひっ迫しており、今後において、宗門の財政状況の勘案を図り可能
であるならば、補助金支出を行っていきたいと思慮いたします。

山﨑　奎一
（第４区選出）

人事部長答弁
　 　旧多々良学園問題に関し、第三者委員会の報告書を元に一定の損害賠償も視野に入れて対

応いたします。
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峨
山
禅
師
伝
考
　【
そ
の
五
】

�

愛
知
学
院
大
学
学
長
　
佐
藤
悦
成

瑩
山
禅
師
と
の
相
見

　

瑩
山
禅
師
と
峨
山
禅
師
の
初
め
て
の
出
会

い
で
は
次
の
よ
う
な
問
答
が
あ
っ
た
と
伝
記

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

吾
が
宗
天
台
祖
の
曰
く
、
機
情
を
脱
体
す

れ
ば
、
妄
想
を
得
ず
、
ま
た
法
性
も
存
せ
ず

と
。
こ
れ
吾
が
宗
の
軌
躅
な
り
。
豈
に
教
外

の
旨
と
異
な
ら
ん
や
。

　

峨
山
禅
師
の
質
問
に
対
し
て
瑩
山
禅
師
は
、

こ
と
ば
を
発
す
る
こ
と
な
く
「
微
笑
」
す
る

の
み
で
あ
っ
た
、
と
も
記
さ
れ
ま
す
。
問
い

は
、
教
学
仏
教
の
立
場
か
ら
の
解
釈
で
あ
り
、

知
解
の
域
に
留
ま
る
内
容
で
す
。
経
典
を
読

み
、
先
学
の
こ
と
ば
を
学
ん
で
得
た
知
識
と

言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。「
機
情
を
脱
体
す

れ
ば
」
と
は
、「
悟
道
す
れ
ば
」
の
意
味
に

で
あ
り
、
道
元
禅
師
の
こ
と
ば
に
言
い
換
え

ま
す
な
ら
「
身
心
脱
落
」
の
こ
と
で
す
。

　

瑩
山
禅
師
の
「
微
笑
」
は
、
臨
済
義
玄
禅

師
な
ら
「
大
喝
一
声
」
で
し
ょ
う
し
、
徳
山

宣
鑑
禅
師
な
ら
「
三
十
棒
」
で
す
。
分
別
に

捕
ら
わ
れ
る
こ
と
を
い
さ
め
た
所
作
と
い
え

ま
す
。
こ
の
時
の
峨
山
禅
師
は
そ
の
意
味
を

的
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

そ
の
後
、
峨
山
禅
師
は
正
安
元
年
（
一
二

九
九
）
春
、
大
乗
寺
に
赴
い
て
再
び
瑩
山
禅

師
に
見
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
峨
山
禅
師
は
、

「
微
笑
」
に
接
し
て
以
来
の
二
年
間
に
巡
ら

し
た
想
い
を
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
吐
露
さ
れ
、

瑩
山
禅
師
は
そ
の
真
摯
な
修
行
態
度
に
法
器

と
見
込
ま
れ
、
正
法
を
了
得
し
た
い
と
望
む

な
ら
ば
、
衣
を
更
え
て
禅
に
帰
す
ほ
か
途
は

な
い
と
教
え
諭
さ
れ
ま
し
た
。『
峨
山
和
尚

行
状
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
ま
す
。

　
　

 

山
（
瑩
山
禅
師
）
謂
い
て
曰
く
、
爾
、

吾
が
宗
の
器
な
り
。
す
べ
か
ら
く
衣
を

更
へ
て
禅
に
帰
す
べ
し
、
と
。

　
　

 

師
（
峨
山
禅
師
）
答
え
て
曰
く
、
我
に

老
母
あ
り
。
台
宗
の
檀
施
に
依
り
て
、

も
っ
て
こ
れ
を
養
う
こ
と
を
得
た
り
。

こ
の
ゆ
え
に
参
遊
に
遑
あ
ら
ず
。

　
　

 

山
云
く
、
昔
、
商
那
和
修
、
一
閻
浮
提

を
捨
て
、
も
っ
て
吾
が
宗
に
入
れ
り
。

先
聖
の
往
々
に
し
て
位
を
棄
て
、
国
を

譲
っ
て
、
出
世
法
と
な
せ
る
者
少
な
か

ら
ず
。
豈
に
瑣
末
の
世
務
を
将
て
、
こ

れ
を
忽ゆ

る
がせ

に
し
て
大
法
道
に
至
ら
ん
や
、

と
。（
原
漢
文
）

　

峨
山
禅
師
の
返
答
に
は
逡
巡
が
み
ら
れ
ま

す
。
家
族
へ
の
恩
愛
断
ち
難
く
、
ま
た
正
法

へ
の
想
い
も
捨
て
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
、
瑩
山
禅
師
は
強
く
衣
を
改
め
る

こ
と
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
瑩
山
禅
師
の
教

導
に
よ
り
禅
門
に
入
り
、
改
め
て
修
行
を
開

始
す
る
決
意
を
固
め
た
峨
山
禅
師
に
、
瑩
山

禅
師
は
そ
の
場
で
ご
自
身
が
身
に
着
け
て
お

ら
れ
た
直
裰
を
脱
い
で
、
そ
れ
を
峨
山
禅
師

の
肩
に
掛
け
て
、
帰
投
の
証
明
と
さ
れ
ま
し

た
。

７月２日 執行部会 （總和会本部）
７月７日 広報部会 （總和会本部）
７月17日 中四国ブロック大会 （松江東急イン）
７月17日 近畿ブロック大会 （クラウンプラザ神戸）
７月22日 選挙説明会 （檀信徒会館）
８月４日 執行部会 （總和会本部）
９月２日 執行部会 （總和会本部）
９月29日 顧問・執行部会、理事会 （檀信徒会館）
10月３日 執行部会 （檀信徒会館）
10月14日 執行部会 （檀信徒会館）
10月15日 顧問・執行部会、常任理事会、議員総会 （檀信徒会館）
10月16日 議員総会 （檀信徒会館）
10月22日 議員本山拝登 （大本山總持寺）
10月28日 東北ブロック大会 （ホテル青森）
11月４日 広報部会 （總和会本部）
11月11日 議員本山拝登 （大本山永平寺）
11月19日 執行部会 （檀信徒会館）
11月24日 全国大会準備会 （檀信徒会館）
11月25日 顧問・執行部会、常任理事会 （檀信徒会館）
11月25日 總和会全国大会 （檀信徒会館）
11月26日 理事会、四部会全体会 （議員総会）
12月５日 広報部会 （總和会本部）
12月11日 執行部会 （總和会本部）

總 和 会 会 務 報 告
【
四
部
会
の
検
討
】

◦
政
調
部
会　

各
種
審
議
会
・
委
員
会
の
あ
り
方　

平
成
二
七
年
一
月
二
二
日

　
　

検
討
事
項　

 

各
目
的
は
様
々
だ
が
、
現
状
に
不
適
合
で
あ
っ
た
り
、
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

審
議
時
間
や
回
数
を
み
て
も
、
内
局
提
案
の
追
認
に
終
わ
る
こ
と
が
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　

政
策
の
検
討
や
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
為
の
審
議
会
・
委
員
会
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

総
特
審
や
企
画
委
員
会
だ
け
で
政
策
決
定
が
な
さ
れ
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

次
回
以
降
は
事
前
に
資
料
の
配
布
を
行
い
、
必
要
な
ら
ば
職
員
の
聞
き
取
り
も
行
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

年
四
回
ほ
ど
の
開
催
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
總
和
会
四
部
会
の
議
論
を
高
め
て
た
い
。

◦
組
織
部
会　

全
国
大
会
の
見
直
し
に
つ
い
て　

平
成
二
七
年
一
月
二
〇
日

　
　

検
討
事
項　

活
性
化
を
図
る
た
め
、
意
見
発
表
で
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
方
策
を
検
討
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

経
費
の
削
減
を
検
討
し
た
。

◦
社
会
部
会　

多
様
化
す
る
葬
儀
形
態
の
実
情
と
対
応
に
つ
い
て　

平
成
二
七
年
一
月
二
二
日

　
　

検
討
事
項　

 
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
『
こ
れ
か
ら
の
葬
儀
を
考
え
る
』
の
講
義
録
を
テ
キ
ス
ト
に
現

状
を
整
理
し
、
論
点
を
検
討
し
た
。

⃝

広
報
部
会　
　

平
成
二
六
年
一
一
月
四
日
他

　

　
検
討
事
項　
　
「
曹
洞
春
秋
」
の
紙
面
の
検
討
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

　
　
　
　
　
　
　

寄
稿
な
ど
も
考
え
る
が
、
先
ず
読
み
や
す
さ
を
心
が
け
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
を
検
討
し
た
。

編集・山本健善　嶽盛和三　岩井秀弘　片山昌佳　服部直哉


